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2 後期 金曜･２時限

工C3-100教室 講義

該当

県内大学開放授業

(1)授業の達成目標 【授業で得られる「学位授与の方針」要素】 ⇔ 【授業の達成目標】
２５Tカリ, ２３Tカリ

【22T～】専門分野における専門的学力が身についている。 建築分野の中の建築史のうち、西洋建築史に関する専門的学力
を身につけることにより、建築基礎概念の重要な一端を駆使す
ることができるようになる。
⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

芸術文化、環境共生、多文化協働

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 本講義では建築意匠の基礎概念を歴史的な事例に即して講じる。先史時代から近現代まで地球上の様々
な地域で様々に展開した建築意匠のうち、特に今日の建築に作用している概念を建築基礎概念と位置づ
け、それらを扱う。個々の基礎概念とそれに対応する具体的な事例を把握することが到達目標の第一で
ある。さらに、その概念を用いて、建築設計に活かせるようになるのが到達目標の第二である。学生は、
建築意匠に関する概念と実際の建築との関連を脳裏に見えるようにならなければならない。抽象的な概
念から具体的なモノへ、逆に、具体的なモノから抽象的な概念へ、といったように、抽象と具体を建築
を介して脳裏の中で行き来できるようにならなければならない。とりわけ、抽象的な概念の具体化のた
めに、スケッチを繰り返していく習慣を身につけなければならない。

＜達成目標＞
① 抽象的な建築概念の理解。
② 具体的な建築実例の渉猟。
③ 建築概念と建築実例の関連を他者に表現することのできるスケッチ力の獲得。
＜授業の特色＞
わかりにくい抽象的な概念を実例とスケッチを通じて、漸進的に身につけて行く。抽象的な概念は、独
立しているものの、互いにつながっていることも理解することができるように、幅広く、概念と実例を
照会していく。これにより、建築デザインに関連する用語に応じたスケッチを描けるようになる。

(5)授業計画 10/02 第01 回： ガイダンス：西洋建築史の時代区分
10/09 第02 回： 小屋：先史古代の小屋、建築家の想像による原始的小屋、近現代の小屋
10/16 第03 回： ギリシャ建築：黄金比に代表される数学的対象と建築に体現される美
10/23  第04 回： ローマ建築：都市に群として構成された建築の実用美
10/30  第05 回： ヨーロッパ中世都市と建築：市場広場を核とした宗教建築と世俗建築の構成
11/06  第06 回： ロマネスク
11/13  第07 回： ゴシック
11/20  第08 回： 都市のイメージ
11/27  第09 回： フィレンツェの建築
12/04  第10 回： 透視図法
12/11  第11 回： 宗教建築の世俗化と建築による場所の固有化
12/18  第12 回： 田園のヴィラ
12/25  第13 回： 都市のパラッツォ
01/11  第14 回： 新古典主義
01/18  第15 回： 近代建築

(6)成績評価の方
法

この科目は、授業とレポート提出と定期試験の三点が単位認定のための要件です。受講者の個々の評価
は、最終的に、定期試験（100%）に基づいた判断によってなされます。なお、欠席した場合、欠席レポ
ート(西洋建築史に関する本の読書ノート１点)を次回までに提出してください。また、課せられたレポ
ートもすべて提出してください。未提出の場合、減点になります。

(7)成績評価の基
準

講義ごとに設定されたテーマに即して小論文やスケッチが課せられる。これを通じて、具体的に修得し
ていくとともに、最終的な達成を期末試験で測る。

（1）西洋建築史に対する基本的な理解が示されており、（2）その理解の内容を伝える方法（文、図な
ど）が示されており、（3）西洋建築史に関する専門的な知識があり、（4）西洋建築史を魅力的に表現
することができ、（5）西洋建築史に関する独創的な知見を持っているレベルにあれば「卓越している」。
4項目までできていれば「かなり上にある」。3項目までできていれば「やや上にある」、2項目まででき
ていれば「水準にある」。

(8)事前事後学習
の内容

事前の学習：授業に該当する部分を、教科書ならびに参考図書を通じて、事前に購読しておく。
事後の学習：講義ごとに設定されたテーマに即した小論文やスケッチを作成していく。

授業時間30時間（2時間×15回），自習学習時間60時間（4時間×15回）

(9)履修上の注意 本科目は、建築保存再生論の履修に必要な科目です。



(10)質問,相談へ
の対応

学生の理解度に応じて、内容を掘り下げるので、授業の中に、随時、質問を受ける。

(11)その他

【教科書】 陣内秀信ほか『図説西洋建築史』彰国社、2005年

【参考書】 指定なし


